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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 ス イ ッ た め の 構 造 で あ っ て ：
　 固 体 材 に 収 容 さ れ 、 作 動 有 す る ；
　 前 記 固 体 材 料 に 結 合 さ れ た 前 記 室 内 の 複 数 の 封 止 ベ ル ；
　 前 記 複 数 の 封 止 ベ ル ト に 結 合 さ れ 、 前 記 室 に 結 合 さ れ た 複 数 の 液 体 金 属 の 小 ；
　 複 数 の 結 合 さ れ た 複 数 の 圧 電 素 あ っ て 、 前 記 複 数 の 膜 が 前 記 室 に 結 合 さ れ た 圧
電 素 子 と ；
　 前 記 室 に 結 合 さ れ る 光 導 波 あ っ て 、 前 記 複 数 の 液 体 金 属 の 小 滴 に よ り 遮 断 さ れ る か
、 ま た は 遮 断 が 解 除 さ れ る よ う に 構 成 可 能 な 光 導 波 路 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　
【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
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前 記 作 動 液 体 は 、 不 活 性 で あ り 、 非 導 電 性 で あ り 、 低 粘 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 構 造 。

前 記 複 数 の 光 導 波 路 は 、 湿 潤 不 能 な 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造
。

前 記 作 動 液 体 は フ ロ リ ナ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 。

前 記 複 数 の 圧 電 素 子 は 、 前 記 室 の 作 動 液 体 を 補 充 す る よ う に 作 動 可 能 な 作 動 液 体 が 入 っ
て い る １ 以 上 の 貯 槽 の 中 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 。

前 記 １ 以 上 の 液 体 金 属 の 小 滴 は 、 水 銀 に よ っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 構 造 。

前 記 複 数 の 膜 は 、 対 応 す る 複 数 の バ イ ア に 結 合 し 、
　 複 数 の バ イ ア の う ち 、 あ る バ イ ア が 、 前 記 作 動 液 体 の 流 量 を 増 加 す る よ う に 作 動 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 。



　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
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前 記 複 数 の 膜 は 、 対 応 す る 複 数 の 幅 を 有 し 、
　 前 記 対 応 す る 複 数 の 幅 は 、 前 記 複 数 の 圧 電 素 子 の 作 動 し な い 方 向 に お け る 大 き さ よ り も
大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 。

前 記 複 数 の 圧 電 素 子 は 、 対 応 す る 複 数 の 接 点 に さ ら に 結 合 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 接 点 は 、 前 記 複 数 の 圧 電 素 子 を 作 動 可 能 に 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 構 造 。

前 記 複 数 の 接 点 の そ れ ぞ れ の 接 点 は 、 圧 電 素 子 の 第 １ の 端 に 結 合 す る 第 １ の 端 部 と 、 前
記 圧 電 素 子 第 ２ の 端 に 結 合 す る 第 ２ の 端 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の
構 造 。

前 記 第 １ の 端 部 と 前 記 第 ２ の 端 部 と は 、 誘 電 体 に よ っ て 分 離 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ に 記 載 の 構 造 。
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